
85号
令和５年８月・9月

８月臨時議会・９月定例会

高   

原   

町

町   
議   

会
だより

「高原町の町木」

高原中学校体育祭(令和５年９月１０日)高原中学校体育祭(令和５年９月１０日)

【目 次】

８月臨時会・９月定例会のあらまし・・・・・・・・・・・Ｐ２〜Ｐ６

表決の分かれた議案、発議第５号・発議第６号について・・・・・Ｐ７

令和４年度ふるさと納税総括、キャッシュレス促進事業について・Ｐ８

一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９〜Ｐ１３

きらり☆たかはるびと・編集後記・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１４



議会だより　たちばな　02

第５回 臨時会（令和５年８月１日）８月臨時会のあらまし

第６回 定例会（令和５年９月６日〜２０日）９月定例会のあらまし

令和４年度一般会計決算

　第５回臨時会は、８月１日の１日間で開催され、専決処分に係る補正予算の承認１件、

工事請負契約２件、補正予算１件が提案され、原案どおり承認、可決しました。

【議案の概要】

議案第３９号　工事請負契約の変更について…令和３年発生（繰越）第１０３号　

　　　　　　　道路災害復旧事業　十文字・鷹巣原線

議案第４０号　工事請負契約について…令和５年度　街路事業（社総金）二葉・

　　　　　　　村移線　広原工区工事

議案第４１号　令和５年度高原町一般会計補正予算（第６号）…台風１４号で被

　　　　　　　災した水源地水道組合の送水管を、仮設管から布設替に要する経

　　　　　　　費３３０万円

　第６回定例会は、９月６日から９月２０日までの１５日間で開催され、令和５年度の

補正予算案件６件や令和４年度の一般会計をはじめとする特別会計や企業会計の歳入の

歳出決算等９件、人事案件３件、条例改正等５件を同意、承認、認定、可決しました。

　また、議員発議により高原町議会議員の請負の状況の公表に関する条例と議会の在り

方検討特別委員会設置に関する決議が提案され、いずれも可決しました。

寄附金など
その他　①

７億４１６１万１千円

国庫支出金
１０億５１７１万９千円

地方消費税交付金
２億６３９万円

地方譲与税
８３６２万円

県支出金
５億３８３６万６千円

町債
３億８２０９万９千円

依存財源５１億２７４５万５千円
全体の７１．３％

その他　②
３２３７５万円

その他　②
３２３７５万円

繰入金
３億５２５５万９千円

町税
８億２１１２万９千円

分担金・負担金
５４５０万１千円繰越金

９７１５万１千円

自主財源２０億６６９５万１千円
全体の２８．７％
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　令和４年度の町税の収納率は、９５．４％（現年度、滞納繰越分含む）で、国民健康保険税の
収納率は、８３．８％（現年度、滞納繰越分含む）となっています。
　本町の各種税金等のお支払いは、銀行
・コンビニ・電子決済（PayPay 等）の
他にＱＲコードでの納付が可能です。特
にＱＲコードでのお支払いは手数料負担
が少ないので行政コストの削減につなが
ります。
　納入についてご不安な面や相談などは、
税務会計課までお尋ねください。

 報告３件
　１．教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について
　２．令和４年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率について
　３．令和４年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社事業実績及び決算について

人事案件（同意９号・１０号・１１号）
 同意３件
　委員の任命
　　★教育委員会の委員の任命について同意しました。
　　　　・有水　りえ子さん

      ★固定資産評価審査委員会の委員の選任について同意しました。
　　　　・星山　健二さん
　　　　・岡元　義一さん

町税、保険税について

高原町の基金

このQRコードを読み取る

（令和４年度決算）
財政調整基金・・・・・・１２億９，６８３万８千円
　　　　　　　　　　　　（令和３年度決算時から８，１０７万５千円の積増し）
学校基金・・・・・・・・５，１８９万９千円
　　　　　　　　　　　　（令和３年度決算時から変動なし）
公共施設等整備基金・・・4億８，４９０万９千円
　　　　　　　　　　　　（令和３年度決算時から６，６５２万２千円の積増し）
ふるさと振興基金・・・・４億５，６４６万８千円
　　　　　　　　　　　　（令和３年度決算時から１億４，５２７万円の積増し）
森林環境譲与税基金・・・１，７９１万円
　　　　　　　　　※上記の基金を含む全２０基金が運用されています。

よろしく
 お願いします。

※出納整理期間中の積立て、取崩しを含む。



議案第４３号
　○町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
   　●町長の給与は、現在１５％が減額されていますが、今回の提案は、月額３０％（毎月
　　２１万６，９００円）が減額されるものです。これを、令和７年１０月１４日（任期期
　　間）までとする提案があり、可決しました。
　　●副町長・教育長の給与は、現在の１０％から２５％へ減額する提案があり、可決しま
　　した。これにより副町長は、毎月１７万３，７００円、教育長は、毎月１６万４，１００
　　円が減額されます。期間は、副町長は令和７年５月５日まで、教育長は令和６年３月３
　　１日までです。
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第8号
　○障害者介護給付・訓練等給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・６，００２万６千円

　○新型コロナウイルスワクチン接種事業・・・・・・・・・・・・・・１，５１０万２千円
　　　（新型ＸＢＢ株対応ワクチン）

　○高原町和牛繁殖経営緊急対策支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・１，１２５万円

　○農地・農業用施設災害復旧費（現年災害）・・・・・・・・・・・・・・７４９万９千円
　　　（７月豪雨・台風 6号で被災した農地・農業用施設等復旧）

第9号　
　○災害等廃棄物処理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０００万円
　　  （家屋等廃棄物及び倒木や土砂撤去によるもの）

　○農地・農業用施設災害復旧費（現年災害）・・・・・・・・・・・・９，５３９万９千円
　　  （農地・町道・農道仮復旧及び水路等補修費など）

令和５年度　一般会計補正予算（第8・9号）の主な内容

竹広地区 現地調査
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令和４年度決算に関わる現地調査

全62箇所　総 額　４億５，６６０万７千円

〇高原中学校校舎屋根補修工事（管理棟屋根施工面積約1,000㎡）・・２，２３９万５千円
〇社会資本整備総合交付金事業、並木旭台線（施工延長＝231.6ｍ）・・・・４，７９８万円
〇社会資本整備総合交付金事業、並木旭台線（繰越分）（施工延長＝172.7ｍ）２，５００万円
〇県営畑地帯総合整備事業（後川内２期地区受益面積５９ｈa）・・・２，４６１万８千円
〇霧島美化センター管理事務所　屋根改修事業（１棟　施工面積＝220㎡）３５２万４千円
〇皇子原公園コテージ改修工事（２基）・・・・・・・・・・・・・・・・２７０万８千円
　　　〃　　あずまや改修工事（１棟）・・・・・・・・・・・・・・・・３３９万９千円
　　　〃　　公衆トイレ改修工事（一式）・・・・・・・・・・・・・１，２４２万３千円
　　　〃　　遊歩道バリアフリー等改修工事（一式）・・・・・・・・・・１１４万９千円

県営畑地帯総合整備事業（後川内）

皇子原公園コテージ改修工事 高原中学校校舎屋根補修工事

皇子原公園あずまや改修工事 並木旭台線工事

皇子原公園公衆トイレ工事



議会だより　たちばな　06

○ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・４億３，８１０万２千円

○非接触レジ導入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２５万６，２００円
 （現金及び各種キャッシュレス決済対応レジを住民係に導入）

○記帳台導入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９０万５，０００円
 （マイナンバーカードを活用して６つの申請書を発行できる機械を導入）

○放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７４２万９，９４１円
　（町内４か所にある昼間保護者のいない家庭の小学児童等の健全育成のための事業費）

○断水被害対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４８万９，８６３円
　（台風14号により断水被害に対し、飲料水購入及び臨時給水所設置・運営等に要した経費）

○ごみ袋作成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９９万６，６４０円
　（高原町指定ゴミ袋３６万枚作成費用として）

○塵芥処理委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，５７５万７，０６９円
　（可燃物・不燃物及び廃プラ処理委託費）

○ふれあい収集事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３万３，５００円
　（自らゴミ集積所まで排出することが困難な方に対し、自宅玄関前まで伺い回収に要した経費）

○たかはる宿泊施設利用助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２０万円
　（コロナ禍での誘客促進及び地域経済の活性化を促進するために町内宿泊者への助成）

○町道維持補修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，９４５万１，４３３円
　（１９４か所の町道維持・補修に要した費用）

○高原町立小中学校施設整備基本計画策定業務・・・・・・・・・・・・・１，２２１万円
　（小中一貫教育学校施設整備に係る基本計画策定業務）

令和４年度決算認定 （質疑のあった主な事業）

現金及び各種キャッシュレス決済対応レジマイナンバーカード等で申請書が発行できる機械
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表決が分かれた議案別賛否一覧　令和５年　第６回定例会　議決結果（内容）
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議 案

番 号
件　　　　　　名

議
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果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第43号

令和５年度高原町一般会計補正予算（第８号）

令和４年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について

議　案
第47号

認　定
第１号

−○●○○○○○○○

−○○○○○○○○●

−○○○●○○●○●

可
決

可
決

認
定

令和４年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第４号

−●○○○○○○○○認
定

令和４年度高原町病院事業決算認定について
認　定
第７号

−●●○○○○○●○認
定

発議第５号・・・高原町議会議員の請負の状況の公表に関する条例を
　　　　　　　　制定しました。

発議第６号・・・議会の在り方検討特別委員会を設置しました。

・趣旨及び概要…これまで地方自治法では議員個人と町との請負が認められていませんで
　したが、法改正により法令で定める一定金額（３００万円）までは、規制の対象から除
　かれることとなったため、請負をする者である議員が、一定の事項を議長に報告し、請
　負の状況を公表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、議会の運営の公正及
　び事務の執行の適正を図ることを目的として条例を制定するものです。

・設置期間…令和５年９月２０日から調査研究終了まで
・目　　的…町民参加を基本とする開かれた議会を実現し、本町の豊かなまちづくりに貢
　　　　　献するため、議会及び議員の活動の活性化と充実に必要な事項についての調査
　　　　　研究を行う。
・構 成 員…議長を除く 9人　　◎委員長　陣　圭介　　○副委員長　温水　宜昭

●臨時会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８/１会期１日間
●定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９/６～９/２０会期15日間
●議会運営委員会・・・・・・・・・・５回（７/２７・８/３０・９/６・９/８・９/１９）
●全員協議会・８回（７/１９・７/２７・８/７・９/１・９/６・９/８・９/１９・９/２０）
●総務経済常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・3回（８/９・９/１５・９/１９）
●文教厚生常任委員会・・・・・・・・・・・4回（７/２１・９/１・９/１５・９/１９）
●議会だより編集委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２回（９/２９・１０/２）
●議会の在り方検討特別委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回（１０/２）

議会の動き （７月８日～１０月２日）
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ふるさと納税について  【ふるさと納税の増額は住民サービスの向上につながります！】

キャッシュレス促進事業について 【新型コロナウイルス感染症対策　高原町消費拡大支援事業】

費用対効果約３．５倍

費用対効果約３．１倍

費用対効果約４．５倍

費用対効果約４．４倍

　キャッシュレス促進事業実施　       総事業費（コロナ交付金活用）　　本町のお店で使われた金額

　　 第１弾（令和３年８月） 　　　　 約８６９万円　　　　　　　　　　    　約３，０００万円

　　 第２弾（令和４年５月） 　　　約１，４５１万円　　　　　　　　　　    　約４，５００万円

　　 第３弾（令和４年８月） 　　　　 約９９７万円　　　　　　　　　　    　約４，５００万円

　　 第４弾（令和５年１月） 　　　約１，５９０万円　　　　　　　　　　　　 約７，０００万円

　　 第５弾（令和５年８月）

高原町は県内では先行してキャッシュレス促進に取り組んでいます！！

※令和４年度ふるさと納税総額の１２％が令和５年度の地域商社の活動経費に充てられます。
【ふるさと納税とは】

　ふるさと納税は、寄付額の３０％以内の返礼品付き税金控除（還付）制度です。

控除上限額内で寄付を行うと、合計寄付額から２，０００円を引いた額の所得税の

還付、住民税の控除が受けられます。控除上限額は、収入や家族構成によって異な

ります。

（内訳）４億３，３０７万２，０００円（ふるさと納税額）
　　　　　　　　７４５万４，０００円（ふるさと納税災害寄付額） 

令和４年度ふるさと納税総額　（前年度比　約１億９，６８５千円増）
４億４，０５２万６，０００円

（内訳）１億７，３８５万６，７７６円（返礼品や送料などのふるさと納税運営経費）
　　　　　　　　２４２万４，０００円（地域商社出向職員人件費）

（内訳）２億１，６５３万６，０００円（ふるさと納税額の５０％）
　　　　　　　　　　１４９万８００円（ふるさと納税災害寄付額の２０％）

納税事務に必要とされる予定経費（返礼品３０％以内＋送料＋事務手数料等分）
２億１，８０２万６，８００円　　・・・①

（内訳）ふるさと納税額   ２億１，６５３万６，０００円（４億３，３０７万２，０００円の５０％）
   　　　ふるさと納税災害寄付額 ５９６万３，２００円（７４５万４，０００円の８０％） 
　　 　  積立加算額（戻入）　４，１７４万６，０２４円（①事務必要予定経費－②事務必要実質経費）

令和４年度ふるさと振興基金積立金総額
２億６,４２４万５，２２４円

果たして、本年度の実績は！？次年度決算でご報告致します。

１億７，６２８万７７６円　　・・・②
地域商社で実際に必要とした経費

　ふるさと納税の業務については、令和４年３月から「奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社」

が取り組んでいます。



る
の
か
。

答　
迫
っ
て
く
る
危
険
に
対
し
て
、
明
る

い
う
ち
に
直
ち
に
避
難
で
き
る
よ
う
気
象

台
に
要
望
し
た
。　
　

問　
大
雨
を
早
め
に
察
知
す
る
た
め
に
、

役
場
や
広
原
等
に
雨
量
計
を
設
置
し
て
は
。

答　
国
土
交
通
省
に
要
望
し
た
い
。　

●
家
畜
防
疫

問　
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
の
検
査
率
は
。

答　
令
和
４
年
度
繁
殖
雌
牛
で
70
・
６
％
、

子
牛
が
75
・
５
％
で
あ
る
。

問　
家
畜
防
疫
体
制
は
。

答　
畜
産
振
興
会
単
位
で
の
消
毒
作
業
は
、

３
つ
の
班
の
み
実
施
し
、
病
原
体
を
農
場

に
持
ち
込
ま
な
い
観
点
か
ら
消
毒
は
、
農

場
所
有
者
自
ら
行
う
体
制
で
実
施
し
て
い

る
。

ここが聞きたい　　　Q&A

09　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

●
災
害
復
旧
　

問　
台
風
６
号
の
被
害
状
況
は
。

答　
水
稲
被
害
約
５
・
５
８
ha
、
畑
作
物

約
６
・
５
ha
、
農
道
８
箇
所
、
水
路
５
箇

所
、
農
地
10
箇
所
、
町
道
９
箇
所
、
床
下

浸
水
２
戸
、
山
林
５
・
６
ha
、
養
魚
場
１

箇
所
、
家
屋
１
棟
全
壊
、
農
業
用
倉
庫
全

壊
２
箇
所
、
ハ
ウ
ス
一
部
損
壊
１
箇
所
、

停
電
60
戸
発
生
、
広
原
水
源
地
へ
の
土
砂

流
入
等
に
よ
り
３
７
６
戸
が
一
時
断
水
し

た
。

問　
高
原
町
の
被
害
額
は
。

答　
農
地
、
農
業
用
施
設
災
害
で
９
，
７

６
０
万
円
、
町
道
約
３
億
円
、
水
産
養
魚

３
０
０
万
円
の
被
害
で
あ
る

問　
今
後
の
対
策
は
。

答　
地
質
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
応
急
工
事

を
お
こ
な
い
災
害
査
定
を
年
内
に
受
け
通

行
が
出
来
る
よ
う
進
め
る
。

問　
今
後
も
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
危
険

が
高
ま
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け

災
害
復
旧
と
家
畜
防
疫
に
つ
い
て

災
害
復
旧
と
家
畜
防
疫
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
伺
う

町
長
の
考
え
を
伺
う

（一般質問の様子）

岩元　礼子議員
いわもと　  れいこ

●
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
地
域
、
行
政
の
課
題
、
町
長
公
約
の

町
民
幸
福
度
を
伺
い
ま
す
。

答　
地
域
振
興
対
策
と
し
て
地
域
商
社
設

立
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、
農
林
畜
産

業
、
商
工
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
、
御

池
・
皇
子
原
公
園
の
環
境
整
備
に
よ
る
観

光
の
振
興
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
に
よ
る

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
実
践
し
て
き
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
、
畜
産
業
の
後
継

者
増
加
、
観
光
客
の
増
加
等
少
し
ず
つ
幸

せ
を
感
じ
る
事
業
実
績
が
出
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

●
医
療
・
福
祉
の
充
実

問　
病
院
の
経
営
の
状
況
は
厳
し
い
が
患

者
さ
ん
へ
の
医
療
は
十
分
に
対
応
さ
れ
て

い
る
か
。

答　
非
常
勤
医
師
の
協
力
が
あ
り
、
医
療

体
制
は
整
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
支
援
・
福
祉

問　
独
居
老
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
薄

い
方
へ
の
声
掛
け
、
支
援
、
自
殺
防
止
対

策
、
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
。

答　
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
、
自
宅
訪
問
、

緊
急
通
報
機
器
貸
与
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
訪
問
実
施
、
自
殺
防
止
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
の
危
険
を
示
す

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
声
掛
け
、
話
を
聞
い
た
り
と

い
っ
た
必
要
な
支
援
を
つ
な
げ
る
人
の
こ
と
。

●
教
育
環
境
の
整
備

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業
は
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

答　
国
が
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
準
じ
、
一
人
一
台
の
端
末
を
整

備
し
て
お
り
、
学
校
の
授
業
、
自
宅
学
習

な
ど
で
有
効
活
用
を
図
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。
不
登
校
ま
た
は
登
校
で
き
な
か
っ

た
場
合
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
等
は

検
討
の
必
要
が
あ
る
。

●
災
害
復
旧
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
宅
の
災
害
に
対
し
復
旧
の
費

用
の
一
部
助
成
、
土
砂
を
取
り
除
く
等
の

支
援
は
な
い
か
。

答　
早
期
の
検
討
が
必
要
。

台風６号の被災地

（広原 竹広地区）
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●
会
計
年
度
任
用
職
員

問　
会
計
年
度
職
員
の
任
用
・
配
置
状
況

は
。

答　
令
和
５
年
８
月
31
日
現
在
で
１
３
４

名
（
病
院
含
む
）
。
常
勤
職
員
と
の
割
合

は
、
一
般
事
務 

26
・
９
％
、
一
般
技
師

16
・
６
％
な
ど
で
あ
る
。

問　
更
新
制
度
は
。

答　
国
に
準
じ
て
、
２
回
ま
で
。

問　
年
度
途
中
、
任
期
途
中
で
の
雇
止
め

は
。

答　
年
度
末
ま
で
の
期
限
付
き
と
い
う
条

件
で
、
年
度
途
中
で
の
雇
用
停
止
は
な
い
。

令
和
６
年
度
の
雇
用
数
、
配
置
数
が
決
ま

っ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。

●
病
児
保
育

問　
開
設
は
い
つ
。

答　
10
月
以
降
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
。

 

確
定
次
第
、
速
や
か
に
周
知
す
る
。

問　
県
の
「
病
児
保
育
利
用
促
進
事
業
」

の
導
入
は
。

答　
予
定
し
て
い
な
い
。

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

ここが聞きたい　　　Q&A

議会だより　たちばな １０

（一般質問の様子）

山下　香織議員
やました　   かおり

（一般質問の様子）

●
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

問　
学
校
現
場
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
よ

る
、
い
じ
め
、
か
ら
か
い
、
相
談
は
。

答　
現
況
で
は
な
い
。 

相
談
も
な
い
。

問　
児
童
生
徒
へ
の
性
の
多
様
性
に
つ
い

て
教
育
は
。

答　
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
特
化
し
た
研
修

を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
人
権
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
に
は
、
自
分

と
違
う
相
手
へ
の
接
し
方
を
授
業
の
中
で

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問　
町
職
員
や
町
民
向
け
の
研
修
・
学
習

は
。

答　
平
成
30
年
度
・
令
和
２
年
度
に
当
事

者
の
方
を
招
い
て
職
員
研
修
を
、
平
成
30

年
度
に
家
庭
教
育
学
級
に
当
事
者
の
方
を

招
い
て
学
習
会
を
行
っ
た
。

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
検
討
は
。

答　
住
民
の
理
解
促
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
担
当
部
署
間
で

の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
。
検
討
す
る
。

●
土
地
買
収
問
題

問　
昨
今
の
外
資
系
企
業
や
外
国
人
に
よ

る
土
地
の
買
収
問
題
（
サ
イ
レ
ン
ト
国
土

買
収
）
に
お
け
る
本
町
の
対
応
は
。

答　
外
国
資
本
に
よ
る
林
地
の
買
収
を
規

制
す
る
事
は
今
あ
る
法
令
で
は
難
し
い
。

法
律
等
の
上
位
法
規
（
条
約
を
含
む
）
の

関
係
上
、
本
町
で
条
例
を
作
り
規
制
す
る

事
も
難
し
い
。
土
地
所
有
者
の
把
握
や
林

地
開
発
許
可
制
度
等
の
適
切
な
運
用
に
努

め
る
と
共
に
、
水
源
地
の
保
全
に
向
け
た

規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

●
国
民
健
康
保
健
高
原
病
院
の
経
営
に
つ

い
て

問　
病
院
を
存
続
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
経

営
を
回
復
さ
せ
る
為
の
対
策
は
。

答　
令
和
元
年
度
、
地
域
ケ
ア
病
床
開
設
、

経
営
改
善
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
交
え
、

町
立
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
の
検
討
開
始
。

令
和
２
年
か
ら
３
年
、
高
原
町
立
病
院
元

気
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
だ
為
、
実
質
稼
働
出
来
ず
。

こ
の
他
、
意
見
箱
を
院
内
３
か
所
に
設
置

し
、
そ
の
情
報
を
共
有
し
、
対
策
を
講
じ

る
体
制
と
し
て
意
見
調
整
部
を
設
置
。

『
ほ
ほ
え
み
館
と
町
立
病
院
』
と
の
合
同

勉
強
会
を
行
い
、
保
健
師
、
栄
養
士
、
看

護
師
に
よ
る
研
修
会
を
企
画
し
た
が
ま
だ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
・
広
報
紙
『
ひ
が
の
ぼ
る
』
を
発
行
。

こ
れ
か
ら
の
対
策
は
医
師
の
確
保
を
最
優

先
と
し
、
そ
の
後
最
終
的
な
病
院
事
業
の

方
向
性
に
つ
い
て
決
定
し
『
高
原
病
院
経

営
強
化
プ
ラ
ン
』
策
定
に
お
い
て
、
そ
の

具
体
的
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。高原病院広報誌

『ひがのぼる』

今
ま
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
、
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ
る
!

今
ま
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
、
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ
る
!

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
理
解
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
理
解
を



郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

ここが聞きたい　　　Q&A

１１　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

（一般質問の様子）

●
町
政

問
　
町
政
報
告
を
終
え
て
、
今
後
の
方
向

性
は
。

答　
９
１
０
名
参
加
。
10
月
中
に
は
報
告

す
る
。

問
　
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）
を
導
入
し
て
は
。

答　
難
し
い
。

●
農
林
行
政

問
　
今
回
の
台
風
被
害
は
、
山
林
パ
ト
ロ

ー
ル
が
行
き
届
い
て
い
な
い
か
ら
で
は
。

答　
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
指
導
し
て

い
る
が
、
限
ら
れ
た
人
数
で
、
対
応
が
で

き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

問
　
今
後
辻
の
堂
川
の
被
害
を
生
ま
な
い

た
め
に
治
水
対
策
が
必
要
だ
が
。

答　
県
に
要
望
し
て
い
る
。

●
総
合
政
策

問
　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
だ
が
。

答　
計
画
は
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

紹
介
す
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
に
よ

っ
て
普
通
交
付
税
に
差
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

自
主
財
源
の
確
保
は
、
挑
戦
と
巻
き
込
み
力

自
主
財
源
の
確
保
は
、
挑
戦
と
巻
き
込
み
力

防
災
対
策
強
化
を
!

防
災
対
策
強
化
を
!

答　
８
月
20
日
現
在
７
，
３
４
８
枚
、
83

・
14
％
で
あ
り
、
２
５
０
万
円
程
度
の
交

付
税
措
置
が
あ
っ
た
。

問
　
返
納
者
は
。

答　
い
な
い
。

●
福
祉
行
政

問
　
大
人
の
引
き
こ
も
り
の
相
談
は
あ
る
か
。

答　
な
い
。

問
　
担
当
課
は
。

答　
福
祉
課
。

問
　
独
居
高
齢
者
対
応
は
。

答　
民
生
委
員
と
連
携
し
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
。

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
。

答　
出
来
て
い
る
が
、
情
報
開
示
に
は
同

意
が
必
要
で
あ
り
、
同
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
。

問
　
峰
寿
園
か
ら
相
談
が
あ
る
か
。

答　
相
談
を
受
け
て
い
る
。
柔
軟
な
対
応

を
行
う
。

●
教
育
行
政

問
　
統
廃
合
後
の
経
費
は
。

答　
約
６
千
万
円
の
削
減
に
な
る
。

問
　
地
域
に
学
校
は
残
せ
な
い
か
。

答　
計
画
通
り
。

問
　
世
界
大
会
等
に
出
場
す
る
選
手
へ
の

補
助
は
。

答　
９
月
補
正
で
上
程
。

●
町
立
病
院
に
つ
い
て

問
　
赤
字
決
算
の
許
容
範
囲
は
。

答　
国
の
示
す
操
出
基
準
内
で
運
営
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
数
年
間
は
約

３
億
程
度
の
医
業
損
失
と
な
り
、
同
様
の

経
営
補
助
金
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
民
間
か
ら
病
院
運
営
の
移
譲
・
委
託

の
打
診
が
あ
っ
た
場
合
、
前
向
き
に
考
え

る
の
か
、
も
し
く
は
固
辞
す
る
の
か
。
ま

た
、
民
間
移
譲
の
打
診
が
過
去
に
あ
っ
た

か
。

答　
民
間
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
場
合
は
前

向
き
に
考
え
る
。
そ
の
様
な
打
診
が
過
去

に
あ
っ
た
が
、
条
件
等
に
よ
り
合
意
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

●
防
災
に
つ
い
て

問
　
伐
採
適
期
を
過
ぎ
た
人
工
林
は
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
。

答　
伐
採
適
期
は
杉
35
年
、
桧
40
年
で
あ

り
、
50
年
を
超
え
る
人
工
林
の
割
合
は
、

町
内
私
有
人
工
林
全
体
の
48
・
９
％
で
あ

る
。

問
　
特
に
傾
斜
面
の
人
工
林
に
お
い
て
、

伐
採
と
植
樹
の
循
環
は
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

答　
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、
自
治
体
が
管
理

し
て
い
く
森
林
経
営
管
理
制
度
も
視
野
に

森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
　
水
源
地
の
強
化
対
策
は
。

答　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
、

今
後
の
防
災
対
策
の
参
考
に
し
て
い
く
。

問
　
被
災
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
。

答　
今
後
、
町
で
の
災
害
廃
棄
物
撤
去
の

基
準
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

●
公
共
施
設
に
つ
い
て

問
　
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
役
場
庁
舎
建

設
が
学
校
建
設
よ
り
優
先
さ
れ
な
い
理

由
は
。

答　
本
町
の
公
共
施
設
等
整
備
計
画
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
中
学
校
と
小
学
校
が
離
れ
て
い
る
状

況
の
中
、
一
貫
校
が
成
り
立
つ
の
か
。

答　
９
年
間
の
教
育
課
程
を
一
つ
に
し
、

諸
問
題
を
共
有
し
て
、
施
設
分
離
型
の
一

貫
校
と
し
て
可
能
だ
と
考
え
る
。



ここが聞きたい　　　Q&A

議会だより　たちばな １２

（一般質問の様子）

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

（一般質問の様子）

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

●
町
政
報
告
会
に
つ
い
て

問　
報
告
会
に
よ
る
方
針
変
更
の
有
無
は
。

答　
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
師

の
確
保
状
況
に
よ
り
経
営
形
態
を
見
直
す
。

ま
た
、
学
校
統
廃
合
の
考
え
方
に
つ
い
て

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
最
終
方
針
決
定
と
報
告
等
の
方
法
は
。

答　
令
和
５
年
10
月
ま
で
に
最
終
方
針
を

決
定
し
、
町
民
へ
は
小
学
校
区
で
報
告
し

た
い
。

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

問　
高
原
小
学
校
へ
統
合
の
場
合
、
改
修

等
の
有
無
は
。

答　
老
朽
化
部
分
の
改
修
工
事
は
必
要
と

考
え
る
。

問　
災
害
復
旧
工
事
等
の
早
期
復
旧
を
望

む
声
が
有
る
が
。

答　
県
内
の
市
町
村
も
、
重
要
な
共
通
課

題
と
と
ら
え
て
い
る
事
か
ら
今
後
も
、
国

等
へ
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
公
営
住
宅
の
利
用
状
況
と
維
持
管
理

施
策
計
画
立
案
は
よ
り
慎
重
に

施
策
計
画
立
案
は
よ
り
慎
重
に

に
向
け
た
取
組
み
は
。

答　
今
和
５
年
８
月
末
現
在
、
管
理
戸
数

２
０
６
戸
に
対
し
、
１
５
８
戸
の
入
居
者

数
（
76
・
６
％
）
で
あ
る
。
今
後
の
維
持

管
理
に
向
け
て
は
、
修
繕
費
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
事
か
ら
利
用
状
況
を
見
な
が

ら
長
寿
命
化
や
集
約
化
を
計
り
効
率
的
な

運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
有
水
・
高
原
線
の
道
路
改
良
の

現
状
は
。

答　
令
和
４
年
度
に
木
場
谷
地
区
の
測
量

設
計
が
完
了
し
、
今
年
度
地
元
説
明
会
を

実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
町
と
し
て
も

８
月
21
日
に
県
知
事
、
各
部
局
へ
早
期
改

良
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
庁
舎
建
設
は
構
造
耐
震
指
標（
Ｉ
Ｓ
）

が
０
・
３
と
低
く
、
安
全
性
が
懸
念
さ
れ

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　
耐
震
判
定
の
結
果
は
認
識
し
て
お
り
、

10
月
の
学
校
統
廃
合
の
方
針
決
定
等
を
ふ

ま
え
て
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
も
っ
て
、
安
全

性
を
確
保
す
る
手
段
を
計
っ
て
い
く
。

●
財
政
健
全
化

問　
町
政
報
告
会
で
は
、
総
務
省
基
準
の

財
政
指
標
を
用
い
ず
に
町
の
財
政
悪
化
を

説
明
し
た
よ
う
だ
が
、
意
図
は
。

答　
複
雑
な
説
明
に
な
る
と
考
え
た
。

問　
財
政
指
標
は
、
町
の
財
政
状
況
が
明

ら
か
に
健
全
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
が
膠
着

し
、
将
来
負
担
比
率
の
マ
イ
ナ
ス
値
も
大

き
い
。
公
共
性
が
高
い
施
設
整
備
に
つ
き

複
式
簿
記
の
視
点
に
立
ち
行
う
べ
き
で
は
。

答　
ま
だ
判
断
で
き
な
い
。
財
政
健
全
化

を
進
め
る
べ
き
。

●
病
院
事
業

問　
病
院
の
規
模
縮
小
に
よ
る
本
町
財
政

へ
の
影
響
に
つ
き
、
試
算
結
果
は
。

答　
診
療
所
化
し
て
も
約
３
億
円
前
後
の

医
業
損
失
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
経

営
補
助
が
必
要
。

問　
病
院
経
営
の
財
政
に
関
す
る
事
項
を

設
置
者
と
し
て
直
轄
管
理
す
べ
き
で
は
。

町
財
政
の
展
望
は
客
観
的
視
点
で

町
財
政
の
展
望
は
客
観
的
視
点
で

答　
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
参
考
に
し
検
討
す
る
。　

●
福
祉
行
政

問　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
相
談
事
案
に

つ
き
、
対
象
者
が
解
決
で
き
ず
困
惑
し
た

事
例
に
遭
遇
し
た
。
今
後
の
方
針
は
。

答　
好
ま
し
く
な
い
事
例
。
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
な
る
よ
う
努
め
る
。

●
農
業
水
利
施
設

問　
豪
雨
に
よ
り
並
木
区
で
用
水
路
が
溢

れ
民
家
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
施
設
整
備

に
つ
き
考
え
は
。

答　
支
線
水
路
の
整
備
に
２
・
８
億
〜
３

・
８
億
円
程
度
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。

応
急
的
に
嵩
上
げ
工
事
等
行
う
が
限
界
も

あ
る
。
土
地
改
良
区
と
協
議
し
、
水
路
改

修
を
図
り
た
い
。

●
公
営
住
宅
の
指
定
管
理

問　
本
町
に
お
け
る
制
度
導
入
の
可
能
性

は
。

答　
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
職

員
の
負
担
軽
減
や
委
託
に
係
る
費
用
面
、

徴
収
率
へ
の
影
響
等
を
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。



ここが聞きたい　　　Q&A

１３　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

●
町
政
報
告
会
の
結
果
に
つ
い
て

問　
出
席
者
の
総
人
数
及
び
割
合
は
。

答　
22
会
場
合
計

９
１
０
名
。
町
人

口
の
11
・
11
％
、

18
歳
以
上
人
口
の

12
・
88
％
。

問　
方
針
決
定
の

時
期
は
。

答　
10
月
ま
で
に

方
針
決
定
す
る
。

●
農
業
関
連
施
策
に
つ
い
て

問　
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
施

策
や
対
策
は
。

答　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活

用
し
、
集
落
へ
交
付
金
を
助
成
し
て
い
る
。

問　
各
種
運
転
免
許
の
取
得
補
助
条
例
を

作
れ
な
い
か
。

答　
県
立
農
業
大
学
校
で
農
業
用
限
定
の

機
械
免
許
取
得
促
進
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
政
混
乱
の
責
任
は
？

町
政
混
乱
の
責
任
は
？
●
町
財
政
に
対
す
る
町
長
の
考
え
方
に
つ
い
て

問　
新
校
舎
建
設
可
能
と
考
え
た
根
拠
、

及
び
断
念
の
責
任
は
。

答　
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本
方
針
策
定

の
過
程
に
お
い
て
建
設
で
き
る
と
考
え
て

い
た
。
責
任
は
町
長
自
身
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
今
後
２
年
間
本
当
に
町
政
が
で
き
る

の
か
不
安
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
責
任
を

取
る
の
か
。

答　
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
事
が

責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
役
場
庁
舎
の
耐
震
は
大
丈
夫
か
。

答　
過
去
に
耐
震
診
断
を
行
い
、
一
部
耐

震
性
が
な
い
場
所
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

対
策
等
は
。

答　
災
害
対
応
は
ほ
ほ
え
み
館
に
移
転
を

す
る
が
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

突
然
の
災
害
に
備
え
庁
舎
全
体
で
の
訓
練

を
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　
訓
練
し
て
も
建
物
が
壊
れ
て
は
意
味

が
な
い
。
ほ
ほ
え
み
館
の
機
能
を
一
部
病

院
に
移
し
、
ほ
ほ
え
み
館
を
役
場
と
し
、

足
り
な
い
場
合
プ
レ
ハ
ブ
で
対
応
す
る
等

検
討
は
。

答　
空
き
部
屋
等
の
活
用
は
検
討
の
一
部

と
思
う
。

（一般質問の様子）

前原　淳一議員
まえはら    じゅんいち

●
公
共
施
設
整
備
と
そ
の
実
効
性

問　
今
後
の
公
共
施
設
建
設
の
実
効
性
と

優
先
順
位
は
。

答　
公
共
施
設
建
設
工
事
等
大
規
模
整
備

は
目
途
が
立
た
な
い
。

●
財
政
の
立
て
直
し

問　
手
法
と
見
通
し
は
。

答　
「
第
４
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」

の
策
定
中
だ
。
財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い

て
は
そ
の
都
度
見
直
し
て
い
く
。

●
ふ
る
さ
と
納
税

問　
寄
付
額
ア
ッ
プ
の
対
策
は
。

答　
地
域
商
社
が
中
心
と
な
り
、
魅
力
あ

る
返
礼
品
の
開
発
を
行
い
な
が
ら
運
営
ス

キ
ー
ム
を
確
立
さ
せ
て
い
く
。

●
観
光

問　
滞
在
型
の
観
光
客
の
誘
致
は
。

答　
商
工
会
、
観
光
協
会
、
温
泉
事
業
者

と
協
議
中
だ
。

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
。

答　
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
し
た
。

学
校
や
庁
舎
建
設
は
付
随
施
設
で
補
助
率
Ｕ
Ｐ
を
！

学
校
や
庁
舎
建
設
は
付
随
施
設
で
補
助
率
Ｕ
Ｐ
を
！

多
言
語
や
イ
ラ
ス
ト
等
看
板
の
改
修
を
行

う
。

問　
御
池
や
皇
子
原
公
園
を
起
点
と
し
た

取
り
組
み
は
。

答　
御
池
に
つ
い
て
は
、
企
業
研
修
・
企

業
合
宿
な
ど
の
誘
致
や
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

皇
子
原
公
園
は
登
山
基
地
と
し
て
の
整
備

を
し
て
い
く
。

問　
他
地
域
の
発
掘
は
。

答　
狭
野
地
区
を
拠
点
と
し
、「
奥
霧
島
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
。

●
町
政
の
舵
取
り
役
と
し
て

問　
残
り
の
任
期
で
ど
ん
な
町
づ
く
り
を

し
て
い
く
か
。

答　
公
約
実
現
に
傾
注
し
て
い
く
。

●
水
道
行
政

問　
激
甚
化
す
る
災
害
対
策
は
。

答　
当
面
は
、
災
害
危
険
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
点
検
等
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問　
業
者
不
足
対
策
は
。

答　
漏
水
修
繕
や
公
共
工
事
の
入
札
等
検

討
し
、
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
農
畜
産
行
政

問　
和
牛
繁
殖
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

答　
飼
料
高
騰
対
策
支
援
な
ど
の
措
置
を

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
支

援
し
て
い
く
。
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あなたの夢を

応援します!!

■第37回  ひえつき節  日本一大会
　少年少女低学年の部  優勝

■第31回  全日本社会人男子新体操選手権（岐阜）出場

【小林新体操クラブ】

■第51回  山口ギターコンクール
　高校生の部  銀賞

大 浦  陸 史さん
（出口区／高校３年）

9 月１７日・１８日、町内７か所の区で４年ぶりとなる

敬老会が開かれました。歌や踊りを披露する子どもたち

と、拍手と涙で応えて下さる皆さん。役員の方々も御準

備、大変だったでしょう。

子どもを慈しみ、人生の先輩を敬うという温かい雰囲気

に包まれた会でした。私たちも、その気持ちを忘れずに、

議会活動に取り組んで行きたいと思います。

皆さんもぜひ、御意見をお寄せ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　編集委員　西嶋陽代

■民謡民部少年少女全国大会
   （浅草）出場

郡 山  響 生さん
（西広原区／広原小４年）

こおりやま　 ひびき

中 野  雄 貴さん
（出口区／26才 右）

中 野  辰 哉さん
（出口区／23才 左）

■高原中学校  体育大会  ２年男子２００m
   記録更新

下 屋  琉 我さん
（鹿児山区／高原中２年）

したや    りゅうが
佐 藤  元 侍さん
（並木区／高原小３年）

さとう      がんじ

おおうら    りくし

なかの      ゆうき

なかの      たつや

議会を傍聴しませんか？
６月定例本会議の傍聴者数は５４人、
９月定例本会議の傍聴者数は１４人でした。

１２月定例会は12月6日(水)開会予定です。

請願・陳情を出される方は１１月２８日（火）までにご提出下さい。
詳細は町公式ホームページにて

高原町議会事務局　☎４２-５１３８

一  般  質  問

編集後記編集後記編集後記

来年は金賞を

獲りたいです。 来年も出られる

ようにがんばり

ます。

社会人大会で優勝して
全日本選手権大会への
出場を目指しています。
１１月１１日の演技会を
見に来て下さい。

来年も優勝
したいです。 次も記録を

出したいです。

本会議は午前１０時開会

H22.記録
26秒7

R5.更新
26秒2☞

敬老会の様子敬老会の様子

１２月６日（水）～
※質問者数により日程が決まります。
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